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松
永
議
員

　

現
在
、
北
竜
町
の
人
口
は
２
，

０
４
７
名
。
年
々
人
口
が
減
少
す

る
中
で
町
と
し
て
も
高
齢
者
医
療
、

介
護
等
で
工
夫
さ
れ
て
い
る
が
、

次
年
度
人
口
を
増
や
す
た
め
の
政

策
予
算
を
考
え
て
い
る
か
伺
い
た

い
。

佐
野
町
長

　

北
竜
町
の
人
口
を
増
や
す
対
策

と
し
て
、「
持
ち
家
奨
励
事
業
」「
出

産
祝
い
金
」「
子
育
て
支
援
事
業
」

「
宅
地
奨
励
事
業
」
等
々
数
多
く

定
住
促
進
事
業
と
し
て
過
去
か
ら

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

だより
Ｎｏ．２８４　
議会広報委員会

議 会

　

国
は
北
竜
町
の
人
口
が
２
０
４

０
年
に
は
約
半
分
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
試
算
し
て
い
る
。（
日

本
創
生
会
議
推
計
）　

又
、「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
が
11
月

21
日
に
成
立
し
、
こ
の
法
律
の
も

と
市
町
村
に
お
い
て
も
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
定

松
永
議
員

 

北
竜
町
の
人
口
減
に

 

対
す
る
政
策
に
つ
い
て

　

12
月
11
日
に
開
会
さ
れ
た
第
４
回
定
例
会
で
は
、
４
名
の
議
員
か
ら
４

件
の
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

小
坂
議
員

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
将
来
の

町
の
姿
を
考
え
る
時
、
先
細
り
感

が
否
め
な
い
。
定
住
人
口
の
増

加
、
新
た
な
経
済
活
動
を
生
む
な

ど
、
対
外
的
に
様
々
な
ア
ク
シ
ョ

ン
、
政
策
展
開
が
よ
り
必
要
で
あ

る
。

　

そ
の
一
考
と
し
て
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
活
用
を
考
え

て
は
ど
う
か
。（Crowdfunding 

=

不
特
定
多
数
の
人
が
通
常
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
他
の
人
々
や

組
織
に
財
源
の
提
供
や
協
力
な
ど

を
行
う
こ
と
）

　

こ
の
こ
と
は
、
目
的
資
金
の
調

達
だ
け
で
は
な
く
、
Ｐ
Ｒ
、
話
題

提
供
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
が

期
待
で
き
る
。

　

情
報
化
社
会
と
言
わ
れ
て
久
し

く
な
る
が
、
地
方
こ
そ
が
、
よ
り

早
く
多
様
な
情
報
を
掴
み
、
発
信

し
て
ゆ
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

理
事
者
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

空
知
管
内
で
は
、
夕
張
市
が
こ

の
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
北
竜

町
で
は
、「
ひ
ま
わ
り
の
里
の
維

持
・
整
備
事
業
」「
サ
ン
フ
ラ
ワ

ー
パ
ー
ク
の
維
持
・
整
備
事
業
」

「
安
全
で
ク
リ
ー
ン
な
農
業
推
進

事
業
」「
高
齢
者
福
祉
・
子
育
て

支
援
事
業
」「
生
涯
学
習
推
進
事

小
坂
議
員

 

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

 

の
活
用
に
つ
い
て

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
国
は
地
方
創
生
に
積

極
的
に
取
り
組
む
市
町
村
に
対
し
、

支
援
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

私
は
北
竜
町
の
地
域
創
生
は
、
新

た
な
企
業
を
誘
致
す
る
の
で
は
な

く
、
北
竜
町
の
農
業
を
基
調
と
し
、

そ
の
価
値
を
充
分
に
生
か
し
た
地

域
創
生
総
合
戦
略
を
立
て
、
人
口

増
に
つ
な
げ
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。



業
」
の
推
進
の
た
め
「
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
」
と
し
て
全
国
各
地

の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
ご
支
援
を

頂
い
て
い
る
。

　

今
後
は
町
民
各
位
の
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
思
い
を
形
に
す
べ
く
、

佐
光
議
員

　

安
定
し
た
産
業
基
盤
と
恵
ま
れ

た
子
育
て
環
境
が
少
子
化
問
題
の

解
決
に
何
よ
り
も
必
要
と
言
わ
れ

る
中
で
今
、
全
国
の
自
治
体
は
少

子
化
対
策
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な

ア
イ
デ
ア
を
出
し
支
援
策
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
本
町
も
支
援

策
と
し
て
学
校
給
食
の
無
料
化
を

図
る
べ
き
と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

本
多
教
育
長

　

学
校
給
食
法
の
規
定
に
よ
り
、

給
食
費
は
児
童
又
は
生
徒
の
保
護

者
の
負
担
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本

町
は
平
成
19
年
度
よ
り
独
自
に
給

食
費
の
半
額
助
成
を
実
施
し
て
い

る
。
保
護
者
負
担
は
小
学
生
で
月

額
１
，
９
０
０
円
、
中
学
生
が
２
，

２
０
０
円
で
あ
る
。
明
年
４
月
か

ら
北
空
知
圏
学
校
給
食
組
合
に
よ

佐
光
議
員

 

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

り
、
完
全
給
食
が
実
施
さ
れ
給
食

費
が
多
少
上
が
る
が
、
従
来
ど
お

り
半
額
の
助
成
を
行
う
。
ま
た
、

経
済
的
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
家

庭
に
は
教
育
扶
助
制
度
も
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
今
後

と
も
学
校
給
食
の
円
滑
な
運
営
に

努
め
て
参
り
た
い
。

佐
光
議
員

　

本
町
は
こ
こ
数
年
、
母
子
世
帯

が
増
え
て
い
る
が
、
明
年
は
国
勢

調
査
の
年
で
あ
り
、
一
人
で
も
人

口
を
増
や
し
た
い
中
で
企
業
誘
致

も
移
住
者
も
至
難
な
中
、
小
中
２

校
を
長
く
存
続
す
る
上
に
も
児

童
・
生
徒
は
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。

し
か
し
、
収
入
は
パ
ー
ト
等
で
正

職
員
の
半
分
以
下
で
半
強
制
的
な

学
校
給
食
は
、
全
額
無
料
化
し
て

他
の
町
に
例
の
な
い
子
育
て
の
し

澤
田
議
員

　

日
本
創
生
会
議
の
人
口
減
少
問

題
分
科
会
が
、
地
方
か
ら
の
人
口

流
出
が
こ
の
ま
ま
続
け
ば
、
子
ど

も
を
産
む
中
心
世
代
の
女
性
が
、

30
年
間
で
半
減
す
る
自
治
体
が
道

内
で
１
４
７
市
町
村
に
達
す
る
と

言
う
。
各
自
治
体
で
も
似
た
よ
う

な
対
策
が
取
ら
れ
て
い
る
が
、
出

生
率
の
低
下
と
高
齢
な
ど
に
よ
る

死
亡
率
で
の
自
然
減
が
あ
り
、
日

本
の
人
口
自
体
が
減
少
し
て
い
く

の
で
、
企
業
誘
致
も
考
え
ら
れ
な

い
。農
業
で
は
、定
年
離
農
な
ど
で
、

若
手
農
業
者
に
農
地
集
積
が
進
ん

で
い
る
。
面
積
的
に
個
人
経
営
に

限
界
が
あ
り
将
来
、
耕
作
放
棄
農

地
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
。
将
来

的
に
地
域
の
維
持
機
能
の
不
全
が

懸
念
さ
れ
、
農
業
法
人
や
株
式
会

社
化
に
よ
る
雇
用
の
あ
り
方
が
求

め
ら
れ
る
の
で
な
い
か
。
雇
用
を

生
み
出
し
、
人
口
流
出
を
食
い
止

め
る
ダ
ム
機
能
と
し
て
の
支
援
対

策
が
必
要
で
あ
る
。
国
の
事
業
を

活
用
し
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な

対
策
が
考
え
ら
れ
る
か
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

国
も
農
業
経
営
の
法
人
化
に
力

を
入
れ
て
お
り
、
直
接
支
払
い
の

補
助
制
度
を
運
用
し
て
き
た
。
今

年
度
よ
り
青
年
就
農
者
を
2
万
人

定
着
さ
せ
、
10
年
後
40
歳
以
下
の

農
業
従
事
者
を
40
万
人
に
拡
大
す

る
目
標
を
立
て
た
が
、
そ
の
受
け

皿
と
な
る
農
業
法
人
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
国
も
新
た
な
支
援
策
を

拡
充･

支
援
し
て
い
る
の
で
、
法

人
設
立
に
つ
い
て
は
、
十
分
対
応

し
た
い
。
国
の｢

農
の
雇
用
事
業｣

も
積
極
的
に
推
進
し
た
い
。

澤
田
議
員

 

人
口
流
出
対
策
と

 

農
業
振
興
対
策
に
つ
い
て

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ

い
て
も
協
議
検
討
し
て
参
り
た
い
。

小
坂
議
員

　

北
竜
町
に
は
、
町
民
に
直
接
届

く
補
助
金
、
助
成
金
は
他
の
町
に

比
べ
多
く
あ
る
。
有
用
な
政
策
の

一
つ
だ
が
、
将
来
、
町
と
し
て
体

を
な
し
て
ゆ
く
上
で
、
対
外
的
政

策
は
不
可
欠
で
あ
る
。
今
回
の
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
外

へ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
の
考
え

で
あ
る
。
是
非
検
討
願
い
た
い
。

や
す
い
町
と
し
て
、
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
し
、
人
口
減
対
策
に
も
つ
な

が
る
だ
け
に
前
向
き
に
検
討
さ
れ

た
い
。



3

儲
け
さ
せ
れ
ば
、
そ
の
う
ち
、「
地

方
に
も
滴
り
落
ち
る
」
と
い
う
考

え
方
だ
が
、
私
は
気
に
入
ら
な
い

考
え
方
だ
と
思
っ
て
い
る
。
儲
け

た
金
は
企
業
努
力
だ
と
言
っ
て
、

内
部
留
保
に
回
す
の
が
常
道
で
は

な
い
か
。
わ
ざ
わ
ざ
下
々
に
金
を

回
す
企
業
が
有
る
の
だ
ろ
う
か
と

疑
う
。
こ
の
あ
た
り
は
き
っ
ち
り

と
政
策
と
し
て
実
行
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
▼
今
年
は

統
一
地
方
選
挙
の
年
だ
。
北
竜
町

も
議
会
選
挙
が
あ
り
、
入
れ
替
わ

り
が
あ
っ
て
少
し
新
鮮
な
雰
囲
気

に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
議
員
は
、

国
や
道
、
町
民
と
の
間
で
、
よ
り

良
い
町
づ
く
り
を
目
指
す
努
力
を

し
て
い
る
。
新
し
い
人
達
に
も
期

待
を
し
て
い
る
の
で
、
頑
張
っ
て

ほ
し
い
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

澤
田)

▼
1
月
1
日
、
お
だ
や
か
な
天
候

の
中
で
、
朝
1
時
の
真
竜
神
社
の

元
旦
祭
に
参
列
し
た
。
7
時
か
ら

は
、
体
育
協
会
の
元
旦
マ
ラ
ソ
ン

に
も
参
加
し
た
。
元
旦
マ
ラ
ソ
ン

は
32
回
目
で
、
豊
作
と
交
通
安
全

を
祈
願
し
て
始
ま
っ
た
も
の
だ
。

昨
年
は
、
奇
跡
的
と
も
言
え
る
4

年
連
続
の
豊
作
で
あ
っ
た
こ
と
と
、

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
更
新
中
で
、

今
年
も
豊
作
で
交
通
安
全
で
あ
り

ま
す
よ
う
、
祈
念
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
▼
今
年
は
、
地
方
創
生
元
年

と
位
置
付
け
ら
れ
、
全
国
的
に
減

り
続
け
る
人
口
問
題
や
地
域
の
特

性
を
ど
う
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
せ

る
か
、
各
自
治
体
の
手
腕
が
問
わ

れ
る
。
政
府
は
、
自
ら
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
と
言
っ
て
、
大
企
業
優
先
の

施
策
を
打
っ
て
い
る
。
大
企
業
に

議
員
コ
ラ
ム

澤
田
議
員

　

国
の
対
策
、
具
体
的
な
支
援
の

内
容
、
そ
し
て
町
と
し
て
独
自
に

取
り
組
め
る
も
の
は
あ
る
の
か
。

有
馬
産
業
課
長

　

昨
年
ま
で
は
1
支
援
1
助
成
事

業
で
あ
っ
た
も
の
が
、
今
年
度
か

ら
3
支
援
増
え
て
4
支
援
と
拡
充

し
て
い
る
。

澤
田
議
員

　

十
分
な
Ｐ
Ｒ
を
し
て
頂
き
た
い
。

ま
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
農
業

分
野
で
の
募
集
も
可
能
な
の
で
、

人
材
を
求
め
る
農
家
と
の
縁
結
び

や
将
来
農
業
者
と
し
て
の
基
礎
を

身
に
付
け
て
も
ら
い
、
町
に
長
く

住
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
取
り
組

み
も
あ
っ
て
良
い
の
で
な
い
か
。

佐
野
町
長

　

就
農
予
定
者
の
住
む
場
所
な
ど

に
つ
い
て
、
協
議
会
の
中
で
、
公

営
住
宅
や
空
家
の
利
用
な
ど
準
備

に
入
っ
て
い
る
。
今
回
、
農
業
希

望
の
協
力
隊
員
も
い
た
が
、
家
族

の
反
対
も
あ
り
断
念
し
た
人
も
い

る
。
今
後
も
農
業
を
希
望
す
る
協

力
隊
員
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
受
け

入
れ
た
い
。　


